
5 目的に合った観察法と試料作製法を選択する

これまでに述べた試料作製法を基本として多くの特殊な
観察法のための試料作製法が開発された。生体内の特殊な
酵素を検出するための酵素組織化学法，抗原の局在を検出
するための免疫組織化学が電子顕微鏡観察のために考案さ
れている。試料内に含まれる元素組成を解析するためには
電子線を試料に照射したときに発生する特性X線を利用す
る。特性X線検出器は透過型電子顕微鏡，走査電子顕微鏡
のどちらにも装着可能である。電子顕微鏡観察時に試料を
傾斜させることによって三次元情報を得ることが可能であ
る。得られた複数の画像から三次元情報を再構築する。こ
の方法による具体的な事例は，『生物の科学 遺伝』2016
年3月号にも紹介されている。また，収束イオンビーム装
置によって走査電子顕微鏡試料を削りながら画像を連続的
に撮影し，三次元構造を再構築する方法も開発されている。

6 おわりに

電子顕微鏡を用いた研究の歴史は，試料作製法の開発の

歴史といっても過言ではない。試料作製法は，特殊な専門
技術に基づいた煩雑な作業である。成書を参考にして自分
の目的に合った試料作製法を体得していただきたい。
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【樹脂包埋】脱水後の試料を樹脂
（エポキシ樹脂など）に包埋する。

【固定】死語変化を防ぐ
ために専用の化学薬品
（グルタルアルデヒド，
四酸化オスミウムなど）
で処理する。

【脱水】水分を
有機溶媒に置
き換える。

【乾燥】試料から有機溶
媒を取り除く。凍結乾
燥，臨界点乾燥が用い
られる。

【導電処理】非伝導
性の試料は，表面
に薄い金属被膜を
コーティングする。

【超薄切】樹脂に包埋された
試料を約0.05 µmの厚さの
薄片にする。

あらかじめ厚めの切片
を光学顕微鏡で確認す
ることもできる。
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図11  電子顕微鏡試料作製法の概要
走査電子顕微鏡，透過型電子顕微鏡観察のための試料作製は光学顕微鏡のそれと比べて複雑である。生物試料の場合は死後変化を防ぐための固定処理は必須である。
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［第2回］ものを拡大して見る電子の目 ─電子顕微鏡観察のための試料作製法を学ぶ


